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学部生〜博士課程（〜2005）

● 1999：生物の進化を模倣した人工知能技術の研究

● 2002：インターネット上の知識共有・コミュニケーションの研究

国立情報学研究所（2005〜2019）

● 2009：学術情報サービスCiNiiの開発責任者

● 2019：メディア芸術データベースのプロデューサー

東京大学（2019〜）

● 2019：デジタル人文学の研究教育

● 2021：人工知能学会理事

● 2021：デジタルアーカイブ学会理事

● 2023：大江健三郎文庫デジタルアーカイブ

● 2025：デジタル人文学プログラム

自己紹介



デジタル人文学の研究基盤

デジタル人文学の研究方法論

ことばを
対象とする研究

人と社会を
対象とする研究

コーパス言語学

計算社会科学

デジタルヒストリー

遠読

テキストアナリティクス

ネットワーク分析

デジタルアーカイブ

知識構造化

AI

計測・スキャン

東京大学大学院人文社会系研究科デジタル人文学プログラム

https://digital.l.u-tokyo.ac.jp

基礎 2科目 実践 2科目 応用 8科目

https://digital.l.u-tokyo.ac.jp


「人文学とAI」の研究事例（ 1）

● 中世アラビア語医学文献の翻訳者推定 [Sawa 2025]
○ アラビア語言語モデル（AraBERT）のファインチューニング→分類器の構築

○ 既存研究とは異なる翻訳者によるものと示唆

● ヴェーダ・サンスクリット語のOCRシステム [Tsukagoshi 2025]
○ 既存OCRモデル（TrOCR）のファインチューニングを含むワークフロー

○ 古典サンスクリットには存在しないアクセント記号の認識を可能に



「人文学とAI」の研究事例（ 2）

● 古代ローマ文献を対象としたRAG・GraphRAGの比較 [Ogawa 2025]
○ 言語モデルによるテキストのベクトル化とグラフ化の評価

○ 専門家による精度の高い知識グラフの必要性を示唆

● 積極的疫学調査を対象とした自然文からの知識グラフの自動生成 [山田2025]
○ 多段階のLLM利用によるワークフローを通じた信頼性の高い知識グラフ構築

○ 既存データからの構造の推測→構造に合致したデータの変換

実際のデータからテンプレートを推測する

半構造化データを形式化する

テンプレートに適合する構造化データに変換する

H. Sawa, Y. Tsukagoshi, I. Ohmukai: Translatorship Attribution in Arabic Medieval Medical Texts with Arabic BERT. JADH2025 (2025).
Y. Tsukagoshi, I. Ohmukai: Vedic Sanskrit OCR as a Bridge between Text and Image Platforms. DH2025 (2025).
J. Ogawa, N. Iwata, I. Tanaka, I. Ohmukai: Experiments and Preliminary Thoughts on the Use of Graph RAG in the Humanities. DH2025 (2025).
山田慎太郎 , 山本泰智 , 奥村貴史 , 大向一輝 : 大規模言語モデルによる Shape Expressionsの半自動生成と知識グラフ抽出への応用 . 人工知能学会 SWO研究会  (2025).



デジタル人文学と AI

● デジタル人文学の課題

○ 情報技術を習得するためのコスト

■ ツールの使用方法・プログラミング言語の理解

■ 研究対象に向き合う時間を圧迫する

○ 習得した情報技術が無価値になるリスク

■ 目的との不適合・陳腐化

● ゲームチェンジャーとしてのAI
○ 学ぶ前に使える技術

■ 言語による指示（プロンプト）と応答

■ プログラムの生成

○ 知的な振る舞いを内包している

■ 推測・要約・抽出・・・

■ プログラミングでは解決できない課題にも対応

● 例：テキストからの一般人の人名の抽出・感情の検出



AIとどのように向き合うか（ 1）

● 自身の「読み」の拡大

○ 一人が読み、解釈できる量の限界を超える

■ テキスト認識（OCR・HTR）・固有表現認識・自動分類

○ 量の増加による研究テーマの質的変化

■ 記述統計的研究

■ 類似・関連資料、隣接地域・時期への拡張

○ 「読めること・できること」を変えないアプローチ

● データの構造化と共有

○ 「読み」を固定化し、他人が追体験できるように

■ コミュニティで合意された規則に基づく

● TEI/XML・知識グラフ（RDF）・・・
○ 構造化・データベース化のコスト低減

■ 簡易な構造化であればAIによる自動化は可能

○ 学生・若手研究者に対するインセンティブの欠如を克服



AIとどのように向き合うか（ 2）

● 翻訳プロセスを通じた研究対象の拡大・越境

○ 翻訳の対象は複数言語間に限定されない

■ 地域・時代・メディア・・・

■ ベクトル空間へのマッピング

● 文字列の類似から意味的な類似へ

● 知識移転・影響の把握

○ 利用可能な情報源の拡大

■ 未習得の言語・他分野のデータ

● 定説の再確認・裏付け

● 未知の発見？

○ 一人だけではできない領域へ

■ プリンシパル＝エージェント関係

■ メカニズムを知らないものをどう信頼するか？
Embedding Projector https://projector.tensorflow.org

https://projector.tensorflow.org


AIの相対化

● 「確率的オウム」

○ 言語の統計的なパターンを学習し、模倣する

○ 例：吾輩は　　　　である

■ 論理・因果・必然性の不在

■ 文化や教育によるトレーニング

○ 流暢性 ≠ 正確性

■ 人間が語る言葉は常に論理的かつ正しいのか？

● AIアライメント

○ AIの学習＝事前学習＋事後学習

■ 事前学習モデルの出力はパターン通り→データ自体のバイアスを模倣

■ 事後学習によって倫理的・社会的な振る舞いを身につける

● 誰の価値観なのか？

● 創発性とのトレードオフ



技術を知り、技術者と協働する

● 理想化・神秘化からの脱却

○ 現実の技術を巧みに組み上げた「人工物」

■ 試行錯誤と問題解決の歴史（cf. 人工知能歴史絵巻）

■ 社会的・経済的・物理的な制約

■ 新技術の受容プロセス（インターネット・検索エンジン・・・）

● データを通じたコラボレーション

○ 読むこと＝データを作ること

■ よい読みがよいAIを作る

■ よいAIがよい「読み」を助ける

○ 対話と合意の実践

■ Human-in-the-loop
■ AI-in-the-loop

鈴村 豊太郎「GakuNin RDM-mdx連携によるAI活⽤プラットフォームとユースケース創出課題への展開〜AI 推論基盤 mdx-MaaSの提案・構築」
研究データエコシステム構築事業シンポジウム2025



課題と展望

● 大規模計算リソースへのアクセス

○ 制約の少ないAI利用環境の提供

○ 分野による研究予算の規模の違い

● 教育プログラム

○ AIの基礎に関する講義

○ 相互理解を目的としたプロジェクト型研究の設定

● 議論の場の設定

○ デジタル人文学のコミュニティ（DH・じんもんこん・JADH等）

○ デジタルアーカイブ学会研究大会「AI for DA / DA for AI」（2026/1）
○ 人工知能学会全国大会「人文学とAI」（2026/6）
○ ・・・



人文学とAI

ログセンサー

テキスト
画像

空間からのサンプリング

「尤もな」モデル

● 認識
● 制御
● 生成

モデリング

絵画手紙

破片
小説

人間活動の痕跡

「尤もな」モデル

● 思考
● 歴史
● 表現

言語によるモデル化

工学的応用

現象の理解

社会的応用

人間理解

解釈

議論

合意

アーカイブ




